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Abstract.　A total of 53 specimens of Pempheris oualensis Cuvier, 1831 was collected 
from Tanega-shima, Yaku-shima, Kuchierabu-jima, Nakano-shima, Amami-oshima, 
and Tokuno-shima islands in the Satsunan Islands, Kagoshima Prefecture, southern 
Japan. The species has previously been recorded in Japanese waters only from the 
Yaeyama Islands, Okinawa-jima island, and Minami-daito-jima island in Okinawa 
Prefecture. The present specimens represent the first records from the Satsunan Islands, 
a specimen collected from Tanega-shima island being the northernmost record for the 
species.
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はじめに

　ハタンポ科ハタンポ属魚類は世界で 52名義種
が知られており（Eschmeyer, 2015），日本からは
リュウキュウハタンポ Pempheris adusta Bleeker, 
1877，ツマグロハタンポ P. japonica Döderlein, 
1883， ミ エ ハ タ ン ポ P. nyctereutes Jordan and 

Evermann, 1903，ユメハタンポ P. oualensis Cuvier, 
1831，ミナミハタンポ P. schwenkii Bleeker, 1855，
ダイトウハタンポ P. ufuagari Koeda, Yoshino 
and Tachihara, 2013，およびキビレハタンポ P. 
vanicolensis Cuvier, 1831の 7有効種が知られてい
る（Koeda et al., 2010a，b，2013；波戸岡・柳下，
2013）．本報告のユメハタンポは，ミクロネシ

（要約 ）
薩南諸島の種子島，屋久島，口永良部島，中之島，奄美大島，および徳之島において，計 53個体のユ
メハタンポ Pempheris oualensis, 1831が採集された．これまで本種は，国内において八重山諸島と沖縄
島，南大東島からのみ記録されているので，薩南諸島からの初記録であるとともに，種子島産の標本は，
本種の分布北限記録である．
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ア連邦のコスラエ島から得られた標本に基づき
記載され（Cuvier, 1831），太平洋に広く分布す
る種である．Koeda et al.（2010a）は，八重山
諸島と沖縄島から得られた標本に基づき，本種
を日本海域から初めて報告した．また，小枝ほ
か（2013）は，本種と形態的特徴が類似するリュ
ウキュウハタンポの種と標準和名の対応関係を
整理し，両種との形態的相異を明確にした．
　これまでユメハタンポは国内において，沖縄
県八重山諸島，沖縄島，および南大東島から記
録されていた（Koeda et al., 2010a；Koeda et al., 
2013）．近年，鹿児島県の大隅諸島，トカラ列島，
奄美群島から成る薩南諸島における魚類調査の
過程で，種子島，屋久島，口永良部島，中之島，
奄美大島および徳之島においてユメハタンポと
同定される計 53個体が採集された．これらの
標本は薩南諸島における初めての記録となると
ともに，種子島で得られた標本は本種の分布北
限を更新する記録となるため，ここに報告する．
　計数・計測方法は Koeda et al.（2014）にし
たがった．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 
mmまで行った．標準体長は体長と表記した．
ユメハタンポの生鮮時の体色の記載は，固定
前に撮影された薩南諸島産の 6標本（KAUM–
I. 11357, 63425, 65845, 67800, 73050, 79256） の
カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮
影，固定方法は本村（2009）に準拠した．本研
究に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物
館（KAUM），国立科学博物館（NSMT），およ
び三重大学大学院生物資源学研究科附属水産実
験所（FRLM）に保管されており，上記の生鮮
時の写真は KAUMのデータベースに登録され
ている．その他，本報告中で用いられている研
究機関略号は以下の通り：MNHN（フランス国
立自然史博物館）；URM（琉球大学理学部：標
本は現在沖縄美ら島財団総合研究センターに所
蔵）．

ユメハタンポ
Pempheris oualensis Cuvier, 1831

（Fig. 1, Table 1）

調 査 標 本　KAUM–I. 73050，体長 101.0 mm，
大隅諸島種子島中種子町浜津脇漁港（30˚36ʹN，
130˚56ʹE），水深 5 m，釣り，2015年 3月 13日，
鏑木紘一；KAUM–I. 11357，体長 106.3 mm，
FRLM 34733，体長 101.4 mm，NSMT-P 91372，
体長 101.3 mm，NSMT-P 91373（43個体），体
長 81.6–111.6 mm，大隅諸島屋久島栗生カマゼ
ノ鼻西側（30˚16ʹN，130˚24ʹE），水深 3 m，手
網，2008年 8月 12日；KAUM–I. 67800，体長
171.1 mm，大隅諸島口永良部島折崎沖（30˚28ʹN，
130˚11ʹE），水深 5 m，銛，2014 年 8 月 22 日，
小枝圭太；KAUM–I. 63181，体長 166.0 mm，
KAUM–I. 63182，体長 150.4 mm，大隅諸島口
永良部島折崎沖，水深 5 m，銛，2014年 8月
23日，小枝圭太；KAUM–I. 63425，体長 173.4 
mm，トカラ列島中之島中之島港東側（29˚50ʹN，
129˚51ʹE）， 水 深 5 m， 銛，2014 年 9 月 2 日，
小枝圭太；KAUM–I. 79256，体長 155.0 mm，
奄美群島奄美大島笠利町笠利湾（28˚28ʹN，
129˚39ʹE），水深 6 m，銛，2015 年 7 月 23 日，
小枝圭太；KAUM–I. 65845，体長 181.8 mm，
奄美群島徳之島天城町千間海岸沖（27˚47ʹN，
128˚53ʹE），水深 8 m，銛，2014 年 9 月 29 日，
小枝圭太．
記載　調査標本の 53個体およびホロタイプ，
さらに比較標本の 6個体の計数形質と体各部の
体長に対する割合を Table 1に示した．体は強
く側扁し，体高は背鰭起部で最大．背縁は背鰭
起部まで緩やかに湾曲し，以後，背鰭基底から
尾柄にかけて直線．腹縁は，臀鰭起部まで湾曲
し，以後，尾柄まで直線．吻は短く，丸い．目
が大きく，両眼間隔は狭い．眼隔域はやや膨出
する．両鼻孔は近接し，皮弁をもたない．口裂
は大きく，傾いており，上顎後端は瞳孔中央直
下に達する．下顎は上顎より突出する．両顎に
複数列からなる微細な歯帯があり，大型個体で
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Fig. 1.　Fresh specimens of Pempheris oualensis collected from the Satsunan Islands. A: KAUM–
I. 73050, 101.4 mm standard length (SL), Hamatsuwaki Fishing Port, Tanega-shima island; B: 
KAUM–I. 11357, 106.1 mm SL, Kurio, Yaku-shima island; C: KAUM–I. 67800, 171.1 mm SL, 
Orisaki, Kuchierabu-jima island; D: KAUM–I. 63425, 173.4 mm SL, east side of Nakano-shima 
Port, Nakano-shima island; E: KAUM–I. 79256, 155.0 mm SL, Kasari Bay, Amami-oshima 
island; F: KAUM–I. 65845, 181.8 mm SL, Amagi, Tokuno-shima island.
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This study Comparative specimens

Satsunan Islands Yaeyama Islands and
 Okinawa-jima island Kosrae, Micronesia

n = 53 n = 6 Holotype
MNHN A221

Standard length 81.6–186.3 173.2–187.2 177.4

Measurements
% as standard length

Head length 28.2–31.1 (29.2) 28.1–29.5 (28.7) 28.8
Head depth 32.9–35.8 (34.2) 31.1–34.8 (33.2) 31.6
Snout length 6.8–7.4 (7.1) 6.4–7.4 (6.9) 6.8
Orbit diameter 11.3–14.1 (12.2) 10.8–11.4 (11.0) 11.3
Interorbital width 8.2–9.0 (8.7) 8.6–9.2 (8.8) 8.5
Upper-jaw length 15.2–16.7 (15.9) 14.7–15.3 (15.0) 15.8
Pre-dorsal-fin length 37.8–40.2 (39.0) 39.4–42.1 (40.3) 40.1
Pre-pelvic-fin length 37.6–40.1 (38.3) 35.9-38.2 (37.2) 37.9
Pre-anal-fin length 50.8–52.9 (52.2) 51.1–52.5 (51.7) 52.0
Body depth 42.5–47.6 (45.3) 42.1–46.3 (43.7) 42.9
Longest dorsal-fin length 24.9–28.6 (26.8) 22.6–25.0 (24.2) 23.7
Longest anal-fin length 14.8–18.2 (16.1) 13.7–15.7 (14.4) 13.0
Pectoral-fin length 24.6–27.9 (26.6) 23.0–24.2 (23.5) damaged
Pelvic-fin length 14.3–17.0 (15.3) 12.8–13.5 (13.1) 13.0
Dorsal-fin base 15.1–17.7 (16.4) 15.6–17.1 (16.6) 17.5
Anal-fin base 52.4–56.7 (54.3) 48.6–53.7 (51.4) 50.8
Caudal-peduncle length 10.3–11.9 (10.8) 8.1–9.8 (9.3) 10.2
Caudal-peduncle depth 8.3–9.6 (9.1) 9.1–9.8 (9.4) 10.2
Length of dorsal-fin to pelvic-fin origins 43.1–46.1 (44.8) 40.8–45.7 (42.9) 42.4
Length of dorsal-fin origin to posterior
margin of anal-fin base 58.1–66.3 (60.7) 58.9–61.1 (59.6) 59.9

Length of pelvic-fin to anal-fin origins 13.6–17.9 (15.9) 14.2–16.8 (15.6) 18.6
Body width 11.9–14.4 (13.3) N/A 13.6

% as head length
Snout length 23.0–25.1 (24.3) 22.6–26.0 (24.1) 23.5
Orbit diameter 39.3–45.4 (41.8) 37.0–40.4 (38.3) 39.2
Interorbital width 28.8–31.3 (30.0) 29.6–32.7 (30.7) 29.4
Upper-jaw length 53.2–56.0 (54.6) 50.0–53.8 (52.2) 54.9

Counts
Dorsal-fin rays VI, 9 VI, 9 VI, 9
Anal-fin rays III, 40–43 III, 39–42 III, 41
Pectoral-fin rays I, 16–17 I, 17–18 I, 17
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
Caudal-fin rays 9+8 9+8 9+8
Pored lateral-line scales 61–64 62–66 64
Scale rows above lateral line 6–6½ 6–6½ 6½
Scale rows below lateral line 16–17 15–16 15
Cheek scale rows 7–8 N/A damaged
Predorsal scales rows 39–41 39–42 damaged
Circumpeduncular scales 18 18 damaged
Gill rakers 8–9+18–21=26–30 8–10+20–22=28–32 8+21=29

Table 1. Counts and measurements of Pempheris oualensis collected from the Satsunan Islands and 
other localities. Percentages in standard length given in parentheses.
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は列数が増えることで唇の外側にも発達した歯
帯がみられる．鰓蓋および前鰓蓋骨の後縁は円
滑で，鰓蓋上縁は目の上縁に達しないかほぼ同
じ高さ．側線は完全で，鰓蓋上方から始まり，
背縁と並走し，背鰭基底中央直下から尾鰭後縁
にかけて直走する．腹部正中線上に隆起線をも
たない．
　胸鰭起部は鰓蓋後縁の直下に位置する．胸鰭
起部下端は背鰭起部よりも前方，腹鰭起部より
後方に位置し，胸鰭後端は背鰭基底後端直下を
超え，臀鰭第 3–6軟条起部直上に達する．腹鰭
起部は背鰭起部よりも前方に位置し，たたんだ
腹鰭の後端は総排出孔を越えるが，臀鰭起部に
はわずかに達せず，背鰭基底中央直下に達する．
背鰭起部は腹鰭基底後端よりもわずか後方に位
置する．背鰭は第 1軟条が最長で，背鰭基底後
端は臀鰭起部よりやや後方に位置する．臀鰭起
部は背鰭基底中央直下に位置する．尾鰭は截形
で弱く湾入する．
　鱗は弱い櫛鱗で薄く，くびれを欠く．大きい
表鱗の内側に小さな鱗をもつ．頭部は眼と鼻孔
の間のみ無鱗．腹側の鱗は背側の鱗より大きい．
臀鰭基底部の⅓–½は小鱗で覆われる．
　生鮮時の色彩（Fig. 1A–F）―頭部および体
側は一様で，やや紫がかった茶褐色，黄褐色あ
るいは銀灰色と個体によりやや変異がある．背
鰭は棘部域および第 1–2軟条の先端部のみ濃い
黄土色，茶褐色あるいは黒色で，それ以外の軟
条および鰭膜は半透明の乳白色．臀鰭は基部に
沿って淡い黒色帯をもち，中央より外側は乳白
色．胸鰭は第 1–5軟条が茶褐色で，それ以外の
軟条および鰭膜はほぼ透明．胸鰭基部に明瞭な
黒色班がある．腹鰭は一様に半透明の乳白色で，
基部付近の鰭膜には黒色素胞が点在する．尾鰭
は一様に茶褐色か赤褐色．光彩は茶褐色あるい
は非常に薄い黄色．
分布　インド洋のクリスマス島，オセアニア
および西太平洋の島嶼域に分布する（Bagnis et 
al., 1972；Randall et al., 1990）．日本国内では，
八重山諸島，沖縄島，南大東島（Koeda et al., 

2010a；Koeda et al., 2013），および徳之島，奄
美大島，中之島，口永良部島，屋久島，種子島
（本研究）から記録されている（Fig. 2）．
備考　本研究で扱っている標本は，臀鰭軟条
数が 40–43であること，臀鰭基底長の体長に
占める割合が 52.4–56.7%であること，臀鰭基
底部の⅓–½が小鱗で覆われること，側線が尾
鰭後縁に達することなどの特徴から，Tominaga
（1963）やMooi（2001）によって定義されたハ
タンポ（Pempheris）属と同定された．さらに，
側線有孔鱗数が 61–64であること，側線上方横
列鱗数が 6–6½であること，尾柄鱗数が 18で
あること，鱗は弱い櫛鱗で薄く，くびれを欠く
こと，大きい表鱗の内側に小さな鱗をもつこ
と，目と鼻腔の間以外に頭部の無鱗をもたない
こと，胸鰭基底部に顕著な黒色斑を有すること，
大型個体では唇の外側に顕著な歯帯がみられる
ことなどの形態的な特徴においてユメハタンポ
のホロタイプや Koeda et al.（2010a）が報告し
たユメハタンポの標徴とよく一致したため，本
種であると同定した．
　胸鰭基部に黒斑をもつ種として，国内からは
本種の他にリュウキュウハタンポ P. adustaと
ダイトウハタンポ P. ufuagari の 2種が知られ
ている（Koeda et al., 2013）．ユメハタンポは
リュウキュウハタンポと比較して，側線有孔
鱗数が 60–71である（リュウキュウハタンポ
では 51–62），側線上方横列鱗数が 6–7½である
（4½–5½，ほとんどが 4½），尾柄鱗数が 18–22
である（14–16，ほとんどが 16），胸鰭の上部
が褐色を呈する（一様に赤みのある半透明），
胸鰭基部の黒斑が明瞭で大きい（淡く小さい），
大型個体で唇の外側に発達した歯帯がみられる
（唇上には歯帯がない）などの違いで識別可能
である（小枝ほか，2013；本研究）．一方，ダ
イトウハタンポとは，背鰭の前縁から先端が
茶褐色か黒く，その他は乳白か薄い褐色であ
る（ダイトウハタンポでは先端のみ黒く，そ
の他は鮮やかな黄色），臀鰭の外縁に黒帯がな
い（外縁に黒帯がある），胸鰭の第 1–5軟条が
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褐色を呈する（一様に赤みのある半透明），尾
鰭が茶褐色か赤褐色（鮮やかな黄色），大型個
体で唇の外側に発達した歯帯がみられる（唇
上には歯帯がない）などの違いにより識別可
能である（Koeda et al., 2013；本研究）．なお，
Motomura et al.（2010）が，リュウキュウハタ
ンポ Pempheris sp. として屋久島から報告した
標本（KAUM–I. 11357）を再調査したところ，
同標本はユメハタンポに同定された．
　Koeda et al.（2010a）と Koeda et al.（2013）は，
八重山諸島と沖縄島，南大東島から得られた本
種の標本を用いているが，薩南諸島からの報告
はない．したがって，薩南諸島の広い範囲から
採集されたユメハタンポは，同海域からの初め
ての記録となる．また従来，ユメハタンポの分
布北限は沖縄島（26˚05ʹN, 127˚42ʹE）であった

（Koeda et al., 2010a）．本研究において種子島か
ら得られた標本により，本種の分布北限が約
600 km北東に更新された．
　大隅諸島には，種子島，屋久島，および口永
良部島が含まれる．今回の調査において，屋久
島では 40個体以上のユメハタンポの小型個体
が一度に採集され，口永良部島では 2日間の採
集調査で 3個体の大型個体が採集された．一方，
種子島では，計 30日以上におよぶ採集調査の
なかで得られた約 900個体のハタンポ属魚類に
ユメハタンポの小型個体が 1個体含まれるのみ
であった．このことは，ユメハタンポは大隅諸
島のなかでも口永良部島や屋久島において個体
数が多く，種子島ではより稀であることを示し
ている（Fig. 2）．
　これまで知られていたユメハタンポの分布域

Figure 2.　A map of the Nansei Islands, showing the localities where Pempheris oualensis were 
collected in the present study (stars) and the previous (circles; Koeda et al., 2010a; Koeda et al., 
2013) reports.
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のほとんどが太平洋の熱帯域に限られていた．
本種が薩南諸島に出現したことは，琉球列島の
西側を北上する黒潮による南方海域からの分散
によると考えられる．
生態学的知見　薩南諸島産の大型個体の標本
は，サンゴ礁域，岩礁域のクレバスや穴の中で
採集された．いずれの個体を採集した際も，周
囲には同属のミナミハタンポやリュウキュウハ
タンポが群泳していたが，これらの種と比較し
て体長の大きいユメハタンポはこれらの群れに
は混ざらず，単独で遊泳していた．ただし屋久
島では，ユメハタンポの小型個体が群れで採集
された．さらに種子島では，ユメハタンポの小
型個体が浜津脇漁港の消波ブロック内で同個体
と近い体長のミナミハタンポやミエハタンポ，
リュウキュウハタンポに混ざって釣獲された．
このことから，ユメハタンポの小型個体は同種
あるいは同属他種と群れを形成し，大型になる
と単独で行動する傾向があると考えられる．
比較標本　ユメハタンポ P. oualensis：MNHN 
A211，ホロタイプ，体長 177.4 mm，ミクロネ
シア連邦，コスラエ島（05˚17ʹN，162˚06ʹE）；
URM-P 45408–45412（5個体），体長 182.9–187.2 
mm，八重山諸島，那覇市泊いゆまちにて購入，
2009年 6月 9日，小枝圭太；URM-P 45713，体
長 173.2 mm，沖縄島糸満市大度海岸沖（26˚05ʹN，
127˚42ʹE），水深 8 m，銛，2010年 6月 7日，小
枝圭太．
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